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（５）研究成果の概要（公開） 
＊背景および目的、方法と結果、について、公開して差し支えない範囲で 1 ページ以内で記載。 

背景：歯周病は心血管疾患、脳梗塞、糖尿病、早産などとの関連性も指摘されている慢性細菌感染症であり、

細菌の産生する病原因子により、直接的および間接的に歯周組織の破壊が生じる疾患である。歯周組織の

破壊に関わるとされる、歯周病細菌のプロテアーゼは細胞内で翻訳され、菌体表層で活性化となるまでに

様々な分子が関わる。 

 

目的：歯周病原細菌 T9SSで分泌される組織障害性プロテアーゼが活性化型となるには、外膜タンパク質の

関与が必要であることが示された。外膜タンパク質欠損株では、菌体表層へ輸送されるタンパク量が減少

し、分泌タンパク質が不活性化型のままとなる。この外膜タンパク質蛋白質は複数遺伝子クラスターとし

てゲノム上にコードされており、複合体を形成することが予測されている。この外膜タンパク質の構造解

析を目的とする。 
目的②のこれまでの共同研究における成果 
歯周病細菌の 1 つの外膜タンパク質について、回折データが得られた。 
位相をつけるためにセレノメチオニン体の外膜タンパク質の精製を試みていたが、なかなか得ることがで

きなかった。得られた回折データと、細菌の外膜タンパク質は、多量体を形成していることが多いという

報告から、鈴木守先生に結晶構造解析を行っていただき、構造が得られた。この構造から、目的とする外

膜タンパク質質は品質管理タンパク質と似た構造を持つ分子であることがわかった。 
 
 

 
 


